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　人は、無限にある情報から得た限られた情報に基づいて、物事を判断します。
医学の領域では、「高いコレステロールは下げるべき」「高血圧は薬で下げな
いといけない」などの「医学常識」が人々の思考を支配しています。
　ワクチンに関しても同様です。ワクチンの効果を高めるために添加された
アジュバントの害を本誌は指摘していますが、国も専門家も「安全で有効」
と推奨し、メディアでも頻繁に取り上げ「医学常識」になっています。例え
ば 2025 年１月 24 日付のニューヨークタイムズ紙は、“Yes, Some Vaccines 
Contain Aluminum. That’ s a Good Thing”（はい、アルミニウムを含むワク

チンもあります。良いものです）とワクチンとアジュバントを擁護しています。
アジュバントの毒性は、通常の薬剤のような動物実験を経ず、厳密なランダ
ム化比較試験で長期の安全性を確認しないまま、健康者接種バイアスを無視
した観察研究で「安全に見えている」だけです。しかし同記事では「長年使っ
てきて安全性は証明されている」「ワクチンからのアルミニウムは食物や環境
からに比べてわずか」との学者の主張を紹介し、安全と主張しています。本
来比較すべきでない、「生後 6 か月でワクチンからは 4.4mg だが、1 切れに 
50mg ものアルミニウムを含むチーズもある」という、とんでもない比較ま
でも採用したメディアの情報が、人々の「医学常識」を形成していきます。
　今号は、薬剤の効力・効果の評価が難しくなる原因を考えるうえで参考に
なる記事が満載です。FORUM（46 頁）で、読者からの質問「健康者接種バイ
アスに関する有力な理論は？」を取り上げました。常識的に考えればわかる
はずの「健康者接種バイアス」でさえ、世に知られておらず、医学常識化が
阻まれています。New Products（28 頁）では、妊婦に接種して児の RS ウイ
ルス感染防止を目的とした新ワクチン（アブリスボ R）を検討し、有利に割付
けられたと推定できるワクチン群に、重度または命にかかわる有害事象が母
児ともに多く、ワクチンは安全ではなく無効であることを示しました。Topic

（38 頁）では、ワクチン接種の影響でインフルエンザの診断が偽陰性化して効
いたように見えるだけで、無効であることを述べました。
　難しいかもしれませんが、じっくりと読んでいただいて、薬剤の効力・効
果評価のごまかしの手法を見抜く力を身につけていただきたいと思います。
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